
市政だより

水と緑と花のまち 昭和58年8月1日 No.980一一 一一一

人口の動き

7月1日現在前月比

人口計 68，0 4 0 + 1 5 4 
男 32，754 +90 
女 35，286 +64 
世帯数 20，030 +48 

(第33回社会を明るくする運動 ・青少年を非行から守る強調月間 街頭パレー ド〉

晶量治色手三ミー宮古~占ー
7月23日 アーケード筒に 萱瀬小鼓笛隊の 元気なマーチが流れパレードの出発です

青少年の健やかな成長を願い 市内の各種団体の皆さんが 道行く人に 風船を手渡します

子どちにとって 日身ちI[)¥ち安らぐ港u それは川家庭u そういう家庭づくりを目指したいですね

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所fi'lf奴114111 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷
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市
議
会
で
は
、
新
生
活
運
動

推
進
の

一つ

と
し
て
、
暑
中
見

ゴ
ミ
や
空
き
か
ん
‘
雑
草
‘
い
や
で
す
ね
。

B
月
7
自
由
、
午

前
7
時
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
各
一家
庭
、
各
町
内
を
は
じ
め
市

民
総
参
加
に
よ
り
、
美
し
い
郷
土
づ
く
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

みんなの手で大村を美しく

7日(日)
ー
家
庭
で
は

l

町
内
清
掃
に
参
加
す
る
前
に
、

家
の
ま
わ
り
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

l
町
内
で
は
ー

子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
へ
呼

び
か
け
、
町
内
の
道
路
や
広
場
な

ど
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

ー
職
場
で
は

市
民
大
清
掃
日
ま
た
は
前
後
の

日
に
、
職
場
内
の
清
掃
を
し
ま
し

ょ-つ。
ー
中
央
会
場
で
は
ー

市
役
所
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集

自ili2ffiJ昂
8月

※
毎
月
第
2
土
曜
日
は
、

市

議

会

て

肱

虚

礼

廃

止

合
し
、
大
村
公
園
、
旧
円
融
寺
庭

園
、
大
上
戸
川
の
清
掃
を
行
い
ま

す
。|閤辺地域の|

ゴ

ミ
収
集
を行
い
ま
す

周
辺
地
域
の
開
発
に
と
も
な
い

別
表
の
通
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
(
生

ゴ
ミ
)
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

お
願
い
収
集
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
(
ゴ
ミ
の
持
ち
出
し
)
方

程

収集日 地区 町 内、

三浦 全町内

毎週月曜 中里上、中里下、日焼
鈴田

陰平上、陰平下、釜川内

水計、木場2丁目、赤佐古
大村

毎週水曜 徳泉川内、向木場

西大村 上諏訪

萱 j頼 荒瀬

毎週金曜 福重 立福寺、弥勅寺、矢上

松原 東光寺、今山、北木場、久津

収集は無料です

日集収

公
金
取
扱
い
を
い
た
し
ま
せ
ん
r. 

舞
の
自
粛
を
申
し
合
わ
せ
廃
止

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

式
で
す
の
で
、
午
前
8
時
ま
で

に
所
定
の
所
へ
持
ち
出
し
て
下

大」い。

※
場
所
に
つ
い
て
は
、
各
町
内

会
長
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

J
r
ふ
ん
Y
L一

一一♂
伊

行
方
不
明
の
人
を

さ
が
し
て
い
る
人
は

困
り

大ピ
空村福
3警霊会
1察 PサT

Z署へ

家
出
を
し
て
い
る
人
、
消
息
が

長
い
間
わ
か
ら
な
い
人
な
ど
を
探

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
は
、
困
り

V

」
と
相
談
所
へ
ご
遠
慮
な
く
お
越

し
下
さ
い。

相
談
所
で
は
、
家
出
を
し
て
行

方
が
長
い
間
わ
か
ら
な
い
人
や
、

事
故
な
ど
で
な
く
な

っ
て
い
る
人

な
ど
の
関
係
記
録
を
準
備
し
て
い

ま
す
。

手
会
@
里
視
さ
が
し
を
実
施

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
養
育
の

5
)

山
田
家
畜
医
院
(
宮
⑤

理
解
を
深
め
る
た
め
、
長
崎
県
獣

7
8
7
7
)

堤
動
物
病
院

医
師
会
大
村
支
部
で
は
、
動

物

愛

(

宮
④
5
5
7
7
)

大
村
保

護
週
間
中
の

9
月
幻
日
に

子

犬

の

健

所

(

宮
③
2
1
9
3
)

生

里
親
さ
が
し
を
実
施
し
ま
す
。

活
環
境
課
衛
生
係

ま
だ
も
ら
い
先
、
か
決
ま

っ
て
な

い
子
犬
や
、
8
月
に
生
ま
れ
る
子

犬
を
お
持
ち
の
人
は
、
責
任
持

っ

て
お
世
話
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

連
絡
先
蒲
原
犬
猫
病
院
(
宮
②
4
0
1



※
営
業
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

/
t
t¥
 

清
掃
セ
ン
タ
ー
ヘ
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食
中
毒
が
発

生
し
や
す
い
時

期
に
な
り
ま
し

た
。
食
品
営
業

者
の
皆
さ
ん
、

ご
家
庭
の
皆
さ

ん
、
食
品
の
取

り
扱
い
に
は
特

に
注
意
し
て
下

さ
い
。

マ
調
理
の
前
に

は
、
必
ず
手
を

洗
う

マ
炊
事
場
、
製
造
所
な
ど
は
、

い

つ
も
清
潔
に

マ
食
物
は
、
で
き
る
だ
け
新
鮮
な

う
ち
に
食
べ
る

マ
冷
蔵
庫
の
た
よ
り
す
ぎ
は
禁
物

マ
冷
蔵
庫
の
温
度
は
、
常
に
摂
氏

7A::食品事
り

印
度
以
下
に
保
つ

マ
食
品
、
ま
な
板
、

ふ
き
ん
な
ど

は
、
よ
く
洗
い
清
潔
に

マ
ね
ず
み
、
は
え
、
こ
き
ぶ
り
の

駆
除
を
徹
底
す
る

あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

で
食
中
毒
は
防
げ
ま
す
。

標
語
・
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

テ
ー
マ

食
品
衛
生
、
食
中
毒
予

防
の
啓
も
う
を
表
わ
す
も
の

応
募
資
格

大
村
、
東
彼
地
区
の
小
中
学
生

応
募
期
限

9
月

5
H
阿

応
募
上
の
注
意

。
作
品
の
裏
に
竿
校
名
、
学
年
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)

、
性
別
を

1 

J 

おおむ

平
和
へ

の
祈
り
を
こ
め
て

市政だより(3) 

書
い
て
下
さ
い
。

O
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
合
せ
先

県
食
品
衛
生
協
会
大
村
支
部

(〒
蹴
西
三
城
町
ロ
大
村
保
健

所
内

宮
③

2
1
9
3
)

日

ω

sslT 
み

す

自

国
民
年
金
は
、
加
歳
か
ら

ω歳

ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
、
共
済

組
合
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
入

っ

て
い
な
い
人
(
配
偶
者
が
ほ
か
の

公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
、

加
入
は
自
由
で
す
)
は
、
す
べ
て

加
入
す
る
制
度
で
す
。

加
歳
に
な
っ
た
人
、
ほ
か
の
公

的
年
金
を
や
め
た
人
(
厚
生
年
金

な
ど
の
受
給
資
格
が
あ
る
人
お
よ

び
配
偶
者
は
加
入
が
自
由
)
は
も

ち
ろ
ん
、
国
民
年
金
に
入
る
は
ず

の
人
で
、
ま
だ
加
入
し
て
な
い
人

は
、
す
ぐ
お
泣
く
の
出
張
所
ま
た

毎

食品衛生の3原則
勺青潔・迅速・加熱か冷却。

し、は
。市

民
課
で
手
続
き
を
し
L 

下
ス

問
合
せ
先

保
険
年
金
課
年
金
係

s
s
S
R
園
田
広
，

a敵
同
園
開

&
B
E
-
-
-
副

老
人
保
健
法
に
よ
り
医
療
以
外

の
保
健
事
業
と
し
て
健
康
相
談
室

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
で
か
け
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

職
場
や
社
会
保
険
、
各
種
共
済

な
ど
で
保
険
事
業
が
行
わ
れ
る

場
合
以
外
の
必
歳
以
上
の
人

(
主
と
し
て
家
庭
の
主
婦
、
自

営
業
者
の
人
な
ど
)

8
月
の
相
談
日
・
相
談
者

5
日

幽

保

健

婦

問

H
幽

市

病

医

師
、
保
健
婦

時
間

午
後
l
時

1
3時

場
所

福
祉
セ
ン

タ
ー

相
談
の
内
容

血
圧
測
定
な
ど
の
検
査
に
よ
り

指
導
助
言
を
行
い
健
康
管
理
や

病
気
の
予
防
に
つ
と
め
ま
す

ご

協

力

下

さ

い

四
四
人
申
自
明
@
山
部

諌
早
県
税
事
務
所
(
宮
諌
早
②

0
0
1
0
)

8
月
況
臼
は
個
人
事
業
税
第
1

期
分
の
納
期
限
で
す
。
納
税
通
知

書
を

8
月
上
旬
に
お
手
許
に
差
し

上
げ
ま
す
の
で
期
限
ま
で
に
お
近

く
の
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
な
ど

で
納
め
て
下
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ

る
と
、
延
帯
金
な
ど
無
駄
な
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
‘
ご
利
用
下
ー
さ

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

プ
8
月
9
日

8
月
日
日

一
県
民
祈
り
の
回
全
国
戦
没
者
追
悼
式
…

一

長
崎
市
で
、
原
爆
の
犠
性
と
正
午
に
サ
イ
レ
ン
を
1
4分
間

一

?
な
ら
れ
た
人
た
ち
の
ご
め
い
福
鳴
ら
し
ま
す
。

時

刊
を
祈
り
、
午
前
日
時
2
分
に

サ

官

公

署

、
会
社
お
よ
び
各
家

一

い
イ

レ
ン
を
1
分
間
鳴
ら
し
ま
す
。

庭
で
は
半
旗
、
を
か
か
げ
る
と
と

』

斗
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
ご
め
い
福
も
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
追
悼
刊

一
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

の

ま

こ

と

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。
一

マ
イ
ホ
ー
ム
J

つ
く
り
に
は

い
ろ
い
ろ
な
税
金
が
か
か
り

ま
す
。
関
係
の
あ
る
税
査
の

あ
ら
ま
し
を
あ
げ
て
み
ま
し

ト

ι
・ペ
ノ
。

登
録
免
許
税

土
地
や
建
物
な
ど
不
動
産

を
取
得
し
、
所
有
移
転
な
ど

の
登
記
を
す
る
時
か
か
る
税

金
で
す
。

不
動
産
取
得
税

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動

産
を
取
得
し
た
と
き
県
税
と

し
て
か
か
り
ま
す
。

所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除

自
分
が
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
を
取
得
し
た
時
は
、
入

居
し
た
年
か
ら

3
年
間
、
住

宅
取
得
控
除
と
し
て

二
足
額

が
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
マ
イ
ホ
ー
ム

づ
く
り
に
は
税
金
が
か
か

っ

た
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
に
は
一
定
の
要
件

や
特
例
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
諌
早
税

務

署

(
宮
諌
早
②
1
3
7
0
)

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。



¥
E/
 

A
斗
A

J
F4
h
¥
 

大

村

湾

を

美

し

く

精
霊
流
し
は
集

地

搬

入

は

午

後

9
時

ま

で

に

中

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

一

司
き
れ
い
な
大
村
湾
を
守
る
た
め
、
精
霊
船
や
供
物
な
ど
を
海
や
川

一

一
に
流
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

戸

山

集
積
地
は
、
各
地
区
に
設
け
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
場
所
へ

搬
中

一
入
し
て
下
さ
い
。

一

に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て

搬
入
し
て
下
さ
い
。

りおおむ市政だより

〔

指

定

集

積

地

〕

三
浦
地
区

鈴
田
地
区
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舟
津
、
臼
泊
、
溝
陸

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ

ー
ド
下

大
村
地
区

市
役
所
横
埋
立
地

西
大
村
地
区
下
水
道
浄
水
管
理

セ
ン
タ
ー
南
側

竹

松

地

区

似

フ
l
ド
空
地
広
場

福
重
地
区

郡
川
河
口

松
原
地
区

九
電
2
号
(
伏
原
)

埋
立
地

萱

瀬

地

区

荒

瀬
、
田
下
、
黒
木

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
長
、
各

出
張
所
ま
た
は
生
活
環
境
課
公

害
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

〔集
積
地
へ
の
搬
入
〕

。
搬
入
は
午
後
9
時
ま
で
に
完
了

し
て
下
さ
い
0

0
供
物
な
ど
は
分
け
や
す
い
よ
う

J¥ 

〔
突
通
規
制
を
実
施
〕

す。

@
鈴
田
地
区
の

三
鈴
橋
集
積
地
付

近
は
、
三
浦
方
面
か
ら
の
精
霊

船
は
田
久
保
バ
ス
停
か
ら
右
折

し
て
農
道
を
通
り
集
積
地
へ
、

与
崎
三
差
路
か
ら
は
三
鈴
橋
を

渡
ら
ず
に
小
江
川
橋
を
渡
っ
て

右
折
し
川
沿
い
に
進
み
、
県
道

に
は
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て

一
大
村
小
学
綬
=
↓

仁

1
1
4至

一般車両

通行禁止

精霊船搬入経路

(花
火
の
事
故
を
防
ご
う
〕

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で

け
が
人
が
出
ま
す
。
次
の
こ
と
を

守
っ
て
事
故
が
な
い
よ
う
ご
注
意

下
さ
い
。

。
精
霊
船
に
は
花
火
取
扱
者
を
決

め
て
、
そ
の
人
の
責
任
で
花
火

を
使
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、
花

火
取
扱
者
は
警
察
か
ら
渡
さ
れ

る
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
て
下
さ
い
。

@
花
火
は
次
の
場
所
で
は
使
え
ま

せ
ん
。

O
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所

O
せ
ま
い
道
路

O
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
販
売
居
付
近

O
花
火
販
売
庖
や
玩
具
百
付
近

O
駐
車
場
と
そ
の
付
近

。
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火

猷

-
J
亙
コ
一「
|

※
九
三
句
実
施
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
結
果

(治
ま
で
に
通
知
が
な
か

っ
た
人
は
異
常
な
し
で
す
)

当
日、

混
雑
と
事

故
防
止
の

た
め
、
午

後
7
時
泊

分

i
m
時

却
ム
万
ま
で
、

次
の
通
り

交
通
規
制

を
実
施
し

ま
す
。

。
大
村
地

区
は
略
図

の
と
お
り
、

一
般
車
両

の
通
行
を

禁
止
し
ま

'7z 一般車両通行禁止

哲国

大村地区交通規制略図

)( 

下
さ
い
。

一
般
車
両
は
、
小
江
川
橋
か
ら

集
積
地
ま
で
の
道
路
、

田
久
保

バ
ス
停
か
ら
右
折
し
た
農
道
に

は
進
入
で
き
ま
せ
ん
。

。
精
霊
船
を
車
に
積
ん
で
運
搬
す

る
場
合
は
、
塾
長
市
に
届
け
出
て

指
定
車
証
の
交
付
を
受
け
て
下

さ
い
。

。
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通

行
は
で
き
ま
せ
ん
0

0
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
、
大

村
地
区
は
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
入
口
交
差
点
、
西
大
村
地

区
は
パ

ー
ル
レ
ー
ン
前
と
松
並

の
交
差
点
、
福
重
地
区
は
寿
石

油
匝
前
交
差
点
と
し
ま
す
。

国
道
の
通
行
は
危
険
で
す
。
遠

ま
わ
り
で
も
決
め
ら
れ
た
所
を

横
断
し
て
下
さ
い
。

販
売
屈
で
は
、
道
路
に
向
け
た

花
火
の
陳
列
を
し
な
い
よ
う
ご

協
力
下
さ
い
。

。
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で

は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
消

火
用
水
、
器
具
を
準
備
し
て
下

さ
い
。

。
人
や
車
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う

な
花
火
の
使
い
方
は
、
法
令
違

反
と
な
り
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

(そ
の
ほ
か
の
注
意
事
項
〕

。
精
霊
船
の
全
長
が

2
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
場
合
は
、
警
察
で
道

路
使
用
許
可
を
受
け
て
下
さ
い
0

0
精
霊
船
を
車
両
で
運
搬
す
る
と

き
は
、
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う

の
火
は
必
ず
消
し
て
下
さ
い
。

。
精
霊
船
を
車
両
で
運
搬
す
る
時
、

横
積
み
を
し
な
い
で
下
さ
い
。

@
精
霊
船
は
長
さ

m
m、
幅
口

m
、

高
さ
口

m
以
下
に
し
て
下
さ
い
。

@
精
霊
船
は
道
路
上
で
は
回
さ
な

い
で
下
さ
い
。



※

8
月
の
萱
瀬
地
区
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程
を
変
更

(日日

ωを
同
日
同
に
変
更
し
ま
す
。
時
間
な
ど
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
¥ーー/

昭和58年 8月1日
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市
内
小
学
校
水
泳
大
会
(話

中
央
小
、
放
虎
原
小
)

あ
い
に
く
の
、
く
ち
り
空
に
も
め
げ
ず
、
同
級
生
や

父
兄
の
声
援
を
受
け
、

6
年
生
が
中
央
小
で
、

5
年
生

が
放
虎
原
小
で
そ
れ
ぞ
れ
得
意
の
種
目
に
力
一
杯
い
ど

ん
で
い
ま
し
た
c

こ
の
中
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
水
泳

選
手
の
登
場
を
願
い
た
い
も
の
で
す
c

(5) 

ご協力ありがとうございました。 沿岸ゴミ処理(Ys~% 松原~溝陸)-'" 
14事業所の参加により、軽トラック131台ち i 
のゴミが処理されました。大村湾はみんなのも

のです一人ひとりの努力で大村湾をきれいにし

ましょう。 マ

日本代表として頑張ります (Yzi市役所〉ー 一一一一¥

8月にアメリ力、力ナ夕、ニュージーランドなど16か国
が参加してハワイで開かれる、第3回;}1太平洋ソフトボー
ル大会の日本代表として向陽高校の山下律子さん(右から
3人目〕と城笛晴美さん(左から2人目)が選ばれ市長に
I実態に訪れました。ハワイでの活躍が期待されます。 司F

れ
い
ず
れ
ず
⑧

H

世
界
の
長
岡
u

生
誕
の
地

ー
碑
文
は
元
市
長
大
村
純
毅
氏
の
筆



(6) 

¥
品
川
野
一戦
一没
者
之
霊
前
一花

代

-
U
ω
4
z
供

物

を

母、
M
釘
ハ
差
し
上
げ
ま
す

て
い
る
人
は
、
福
祉
年
金
所
得
状

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
、

受
給
中
の
人
は
、

8
月
分
を
郵
便
局
で
受
け
取
ら
れ

た
ら
す
ぐ
に
、
福
祉
年
金
証
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。
も
し
、
提
出

が
遅
れ
る
と
、
日
月
受
け
取
り
分

の
福
祉
年
金
が
遅
れ
ま
す
の

で
、

お
忘
れ
な
く
提
出
し
て
下
さ
い
。

手
続
き
を
す
る
所

保
険
年
金
課
年
金
係
、
出
張
所

持
っ
て
く
る
も
の

年
金
証
書
、
印
鑑

り

福
鑑
の
ひ
否
蹴

おおむ

ーお忘れなく一

個00串自開館協鉱居
8月20日までです

市政だより昭和58年 8月1日
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8
月
は

福
祉
年
金

(老齢、

障
害
、
母

子
)
の
受

け
取
り
月

で
す
。
現

在
、
受
給

し
て
い
る

人
ま
た
、

も
ら
う
資

格
は
あ
る

が
支
給
停

止
に
な

っ

福
祉
手
当
所
得
状
況
届

S
一月
一一竹

8
5
3月
叩
固
ま
で
に

在
宅
の
重
度
障
害
の
人
で
、
福

祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

8
月
日
日
か
ら

9
月
刊
日
ま
で
に

福
祉
手
当
所
得
状
況
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま

す
。
提
出
し
な
い
と

8
月
分
か
ら

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
ほ
か
の
障
害
福
祉
年
金

な
ど
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
時
に
年
金

証
書
を
ご
持
参
下
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

※
所
得
状
況
届
用
紙
は
、
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

う
ら
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

戦
没
者
ご
霊
前
に
供
物
を
各
地
区

遺
族
世
話
人
を
通
じ
て
配
布
い
た

し
ま
す
。
届
か
な
い
人
は
、
福
祉

課
社
会
係
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
へ

見
舞
金
を

差
し
上
げ
ま
す

該
当
す
る
人

9
月
1
日
現
在
、
日
歳
以
上
で

大
村
市
に

1
年
以
上
住
ん
で
い

て
、
6
か
月
以
上
ね
た
き
り
の

人
受
給
手
続
に
必
要
な
も
の

O
申
請
書

(
保
護
課
に
あ
り
ま
す
)

O
診
断
書

(
去
年
、
受
給
さ
れ
た

人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

提
出
期
限

8
月
初
日
凶

提
出
・
問
合
せ
先

保
護
課
厚
生
係

※

8
月
刊
日
同
の
心
身
障
害
児
一
日
保
育
は
、

九 若けか り
A悩 凶込 ¥:いれ ら昭とさ 午 .A.. 

i 通園・圃色 j頃ば J 和釣ん前 三=ミ...-d
j 璽圏昆 ι かい健 43 り ___.7 .-/ 
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¥ ι及率逓 遡. 週酪遇面長官手軽町 署・・圃置 かい風課日

、ーョ，ソr6
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1たを手森ん 。に分も す箆れ?っ 人ん康りをとはで っ て '守 lノ ハ
楽にさで魚来で 、 ね 感によ たとでづの 細、し、 て は ( ν 6恥

j し 、んすにる 作 そ がが 楽 の 仲 すく楽め浮た今し 、功 、 モ~
んののよエのりの と味釣しを良が り しるき事ままっ J...... ヘォ、 ℃r 

j でん姿 H サで 11 日 答われい見く Jに み。をがでいい 農'"l.J'
j いびはとをは 私 の え えた も て な名なを なあ 病ま、 思

り 、笑ゃなは魚 てる魚ん 喜っ 前る訪 がり気すわ 専問1<
j ょと大顔りい 、の くのにでんたものね めまむしが Ff
j ぅ 世村 でにん魚状 れもよすだり知はる なせしねま )

><==<杷町=杷=>=り-=-C>-=-{~~~~

日抗

~~説

り

磯

都
合
に
よ
り
休
み
ま
す



※
毎
月
第

1
日
曜
日
は

/
f
L、

H

自
然
公
園
グ
リ
ー
ン
デ
l
u

〆
's¥

(
空
き
か
ん
や
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
)

昭和58年8月1日
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り

アニメーション 「リボンの騎士」

教育映画 「朝の空気はつめたい」

~入場無料~

10 : 30--12 : 30 福重出張所
13 : 30--15 : 30 松原出張所

8月11日(木) 10:30--12:30 董瀬出張所
13 : 30--15 : 30 竹松出張所

おおむ

8月10自体)

市政だより

夏体11

(7) 

ス
コポ
I I 
ナツ

夏

季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

日
時

8
月

乱

日

同

午

前
9
時

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目

シ
ン
グ
ル
ス

(
一
般
男
子
、

壮
年
男
子
、
一
般
女
子
)

試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

参
加
料

玉
百
円
(
当
日
受
付
)

申
込
期
限

8
月
日
日
間

申
込
・
問
合
せ
先

硬
式
庭
球
協
会
(
宮
③
9
4
2

1
小
宮
)

第

3
口
市
長
杯

オ
ー
プ
ン

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
大
会

日
時

8
月
7
日
同

午
前
8
時

1
午
後
3
時

集
合
場
所

安
田
汽
船
前
(
西
本
町
)

種
目
O
一T
ィ
ン
ギ

i
ク
ラ
ス

O
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ケ
ラ
ス

参
加
資
格

制
限
あ
り
ま
せ
ん

参
加
料

各
種
目
と
も
二
千
円

申 申
②ヨ 込 い料 当込
2 ソ ・ 。を日 方
1 ト 問 添 法
6 協合 え午
1 会せ て前
内(先申 8
線 宮 し時
2 ③ 込ま
2 1 んで
6 2 でに
~ 5 下 参
5 さ力日

~
ミ
ユ
一
一
一
ア
イ

セ
ン
タ
ー

宮
④

3
1
6
1

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

叩
ミ
リ
映
画
鑑
賞
会

日
時

8
月
日
日
同

午
後

6
時
却
分

1
8時
泊
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

題
名
O
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
街
(
教
育
映

画
)

0
に
ん
ぎ
よ
ひ
め
(
ア
ニ
メ
|
シ

ヨ
ン
)

O
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
恋
人
(
家
庭

教
育
)

※
ど
な
た
で
も
こ
覧
に
な
れ
ま
す
。

多
数
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

第

μ
田
市
民
音
楽
祭

出
演
者
を
募
集

期

日

叩

月
泊
日
凶

出
場
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤
務

し
て
い
る
人
ま
た
は
J

グ
ル
ー
プ

種
目
邦
楽
、

器
楽
、
合
唱
、
声

楽
経
費

自
己
負
担

所
要
時
間

個
人
日

5
分
以
内

グ
ル
ー
プ
リ
叩
分
以
内

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
(
中
地
区
一公
民

館
に
あ
り
ま
す
)
で
申
し
込
ん

市立図書館・史料館

体館
します

休館日 9月6日側午後.7日(水)

秋期臨時ばく
書のため....

d 
本
Jt五
冷

~&i 

9
月
叩
日
出

市

民

会

館

出
演
板
東
三
津
五
郎
、
花
柳
寿
美

〔前
売
券
発
売
中
〕

一
般
一
三
千
円
小
中
高
生
一
千
円

森

竹

電

器

臣
、

ア

オ
パ
ラ
ジ
オ
居
、
長
崎
書
巴

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ

セ

ン

夕

、

社

会

教

育

課

で
下
さ
い

申
込
期
限

9
月
3
日
出

申
込
・
問
合
せ
先

音
楽
団
体
協
議
会
(
中
地
区
公

民
館
内
)

※
。7

ロ
グ
ラ
ム
構
成
上
、
出
演
団

体
が
多
い
場
合
は
、
次
回
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

動
雪労三
、~ 三主-
オ同

会ホ少 :
Q I年
子ム

勤
労
青
少
年
の
日
記
念

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

を
聞
き
ま
す

日
時8
月
山
同
幽

午
後
6
時
刻
一
分

実ftIT移動芸術祭邦舞公演

場
所

パ

l
ル
レ
|
ン
大
村

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤
務

し
て
い
る
初
歳
末
満
の
勤
労
青

少
年

チ
ー
ム
編
成

1
チ

ム

5
人
(
混
成
の
場
合

は
、
女
子
が

3
人
以
上
い
る
こ

と
)

参
加
料

1
チ
ー
ム
五
百
円

申
込
期
限

8
月
日
日
凶

※
沼
チ

l
ム
に
な
り
ま
し
た
ら

期
限
前
で
も
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
!
ム

午
後

6
時
初
分

ほ
か



(8) りおおむ市政だより

可
福
重
出
張
所

2
3
3
2
5

一
管

理

人

募

集

管
理
人
室
の
間
取
り

6
畳
2
問
、
台
所
、
浴
室

入
居
条
件

配
偶
者
の
あ
る
人
で
、
平
日
は

午
後
5
時
1
翌
朝
8
時
泊
分
、

土
曜
は
正
午
か
ら
、
日
曜
、
祭

日
は
終
日
管
理
で
き
る
人

由
込
期
限

8
月
凶
日
附

申
込
方
法

申
込
書
(
人
事
課
に
あ
り
ま
す
)

お
よ
び
市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
は
っ
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

人
事
課
人
事
係

昭和58年 8月1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

貝ロ ミ

両受語

講 Z
者 Z
募警

集 i

9
月
1
日
年
2
月

対
象

誰
で
も
受
講
で
き
ま
す

学
習
内
容

O
新
し
い
衣
料
を
考
え
る
O
食
品

と
安
全
O
消
費
者
は
ど
う
守
ら

れ
て
い
る
か
O
く
ら
し
と
洗
剤

O
老
人
と
消
費
者
問
題
ほ
か

学
習
方
法

順
次
配
布
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
で

自
由
に
学
習
し
ま
す
。

申
込
方
法

手
紙
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
ま
た
は
所
属
団
体
、
電
話

番
号
を
記
入
し
郵
便
切
手
を
同

封
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

受
講
料

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
を

含
み
ま
す
)

※
郵
送
料
は
有
料
で
す
。

募
集
期
間

8
月
1
日
開

i
お
日
同

定
員

一
0
0
0人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

県
生
活
セ
ン
タ
ー

(
一T
制
長
崎

市
大
黒
町
3
1
1
交
通
産
業
ビ

ル

4
F
宮
長
崎
⑫
2
7
8
1
)

三
就
学
猶
予
・
免
除
者
言
語
三

一中
卒
程
度
認
定
試
験

対
象

病
気
な
ど
の
た
め
就
学
を

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
で

来
年
3
月
白
日
ま
で
に
日
歳
以

上
に
な
る
人

願
書
受
付

8
月
日
日
同

1
9月
叩
日
出

申
込
先
県
教
育
庁
学
校
教
育
課

(一T
制
長
崎
市
江
戸
町
2
l
U
)

問
合
せ
先

市
学
校
教
育
課

三
豊
か
な
高
齢
化
社
会
長
3
3

…

を
築
く
た
め
の

一
意

男

募

テ
ー
マ
O
高
齢
者
が
能
力
を
生
か

し
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
維

持
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

O
高
齢
者
自
身
も
能
力
を
発
揮
す

る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

o高
齢
者
を
支
え
て
い
く
地
域
を

作
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

O
高
齢
者
自
身
も
地
域
の
一
員
と

し
て
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か

応
募
方
法

所
定
の
ハ
ガ
キ
(
保
護
課
に
あ

り
ま
す
)
で
応
募
し
て
下
さ
い

応
募
期
限

8
月
日
日
開

問
合
せ
先

保
護
課
厚
生
係以
℃

可
M
HZ
 

日 話 …切る

時 加市 ~~電
入税 A 話

警読売明
刀¥. I. ~ 入

孟よ I .権
しり )務

ま差 ー← ぎ
す押 ~
え n
た ヲ守 5
電 "

集

8
月
8
日
側

午
後
1
時
却
分

場
所

市
役
所
第
2
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
物
件

(
大
村
局
)

③
7
0
6
4

③
1
0
0
5
 

④
3
7
3
0

③
6
6
7
3
 

②
6
4
1
8

③
5
8
0
2
 

②
6
5
4
6

③
8
6
0
3
 

問
合
せ
先

税
務
課
収
納
係

※
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り

消
し
ま
す
。

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
7
月
幻
日

現
在
で
し
て
い
ま
す
。
公
売
開

始
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

納竹
〉尽
タ~
工m

踊
り
大
I3: 

期
日

8
月
日
H
例

雨

天
順
延

内
容

た
た
き
売
り
(
午
後
4
時

ー
)
金
魚
す
く
い
、
西
瓜
割

り
大
会

(5
時
加
分
i
)

カ

ラ
オ
ケ
大
会

(
6
時
却
分
1
)

盆
踊
り

(
8
時

1)

主
催

竹
松
商
工
業
会

三
文
部
省
認
定
n許
可
主
幻

2
3
3

一
編
物
技
能
検
定

期
日

9
月
凶
日
同

場
所

諌
早
技
能
会
館
(
諌
早
市
)

検
定
料

1
級

U
八
千
円
、

2
級

H
H
五
千
円
、

3
級
』
二
千
円
、

4
級

i
T円

問
合
せ
先

日
本
編
物
検
定
協
会
長
崎
支
部

役
員
(
宮
⑤
7
4
6
0
新
田
)

勺

3
3
3p
t
P
3
3
3
3
s
ped-di
n
t
3
3P33
3
3
3
3
3
1
d
3
3
3P3
3
3
3
3nd

二
銭
伊

3jFク
333bi3bu
間

一

…

S
5
3
2
5
i
a
i
-
-雇…

j
s
i
j
j

慈
士墨
土
へ
九
官
鳥
e

弓

問

ほ

か

山

中
…香

典

返

し

ん

敬
称
略

1

d

l
:

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈
マ
大
琴
の
会

U
大
正
琴
慰
問
中

一
社
会
福
祉
協
議
会
へ

恵
荘
へ
す
い
か
叩
個

マ

一一
一
翌
日
日
本
舞
踊
慰
問
中

一
マ
鮎
川
淑
子
(
久
原
郷

・
亡
夫

マ
大

村

遊

漁

組

合

基

霊

へ

か

一

一
通
宏
)
十
万
円

キ
ス

7
同

マ
高
原
生
花
庖
(
本
町
2
丁
目
)
一

司

マ

山

本

政

男

(

古

賀

島

町

)

泉

生

花

2
東

ほ

か

円

…
一一
孟

寄

付

敬
称
略

の
里
へ
人
形
ケ
|
ス
エ
入
マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
フ
けは
ケ
一

一
社

ム

藷

謀

議

会

へ

預

託

諸

国

へ

|
ム

遊

び

ほ

か

亡

中
マ
赤
水
準
脊
(
本
町
2
丁
目
)
マ
日
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所

各
小
虫
子
校
へ

中

一

大

村
子
供
の
家
へ

一
万

円

日

夕
パ
コ

一
六
O
O本
マ

県

建

設

産

業

労

働
組
合
大
村
一

一
マ
大
富
忠
夫
(
松
並
2
丁
目
)

マ
大
村
歌
謡
愛
好
会
川歌

謡

慰

支
部
品

舎

補
修

c

pd
3
5
3
3
3
3
5
3
3
5
3
3
3
2、
Ht
P3
3
3
3
3
3
3
5
3
3
3
3
3
i
3
3qb
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